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気
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と
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お
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事
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あ
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あ
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格
が
形
成
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れ
た
も
の
で
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あ
り
ま
せ

ん
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際
情
勢
の
緊
迫
化
や
国
内
外
金
利

ん
。国
際
情
勢
の
緊
迫
化
や
国
内
外
金
利

差
に
よ
る
為
替
動
向
な
ど
に
よ
っ
て
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差
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替
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な
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よ
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て
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材
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ま
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然
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し
て
続
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産
資
材
の
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止
ま
り
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依
然
と
し
て
続
い

て
お
り
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経
営
の
厳
し
さ
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一
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と
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お
り
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業
経
営
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厳
し
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一
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す
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は
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を
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に
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す
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す
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環
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。
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取
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取
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入
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入
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造・
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進
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め
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Ａ
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検
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よ
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げ
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ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 代 表 理 事 常 務

（総務・経済担当）

下 口 和 幸

組
合
員
に
必
要
と
さ
れ
る

Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

　
1
月
7
日
、
鹿
児
島
県
茶
業
会
議
所
は
鹿
児
島

市
の
か
ご
し
ま
茶
流
通
セ
ン
タ
ー
で
「
か
ご
し
ま

茶
」
の
新
春
初
取
引
会
を
開
き
ま
し
た
。
県
内
5

市
2
町
か
ら
令
和
６
年
産
の
保
管
茶
80
点
、
3
・

4
㌧
が
上
場
さ
れ
、
最
高
値
は
、
1
㌔
あ
た
り

２
万
２
５
５
円
（
前
年
比
15
円
高
）
で
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
管
内
か
ら
は
さ
つ
ま
町
の
２
農

家
が
出
品
。
買
い
受
け
人
が
入
念
に
色
や
香
り
、

味
な
ど
の
品
質
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
入
札
し
ま
し
た
。

　
入
札
後
に
は
手
打
ち
式
が
行
わ
れ
、
鹿
児
島
県

茶
業
会
議
所
の
柚
木
弘
文
会
頭
は
「
新
た
な
視
点

で
需
要
を
喚
起
し
、
か
ご
し
ま
茶
の
知
名
度
向
上
、

消
費
拡
大
や
輸
出
対
策
に
取
り
組
み
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
酒
樽
の
鏡
開
き
も
あ
り
、
茶

業
関
係
者
が
順
調
な
生
産
と
活
発
な
取
引
を
願
っ

て
結
束
し
ま
し
た
。

「
か
ご
し
ま
茶
」

　
　
　
新
春
初
取
引
会

買い受け人が入念に品質を確認し
入札しました
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Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
1
月
14
日
、
15
日

の
2
日
間
、
子
牛
初
せ
り
市
が
あ
り
ま
し
た
。
１
頭
あ
た
り

の
平
均
価
格
は
54
万
１
０
５
２
円
で
、
前
回
（
12
月
）
よ
り

５
９
５
１
円
下
回
り
ま
し
た
。

　
今
年
初
め
て
の
せ
り
市
に
は
雌
２
４
３
頭
、
去
勢
２
８
０
頭

が
上
場
さ
れ
、
市
場
内
は
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
最
高
値
は

雌
77
万
１
１
０
０
円
、
去
勢
１
０
２
万
１
９
０
０
円
で
し
た
。

　
初
日
に
は
せ
り
市
前
に
開
会
式
が
あ
り
、
各
自
治
体
の
首
長

や
地
元
選
出
の
国
会
議
員
も
出
席
し
ま
し
た
。
春
田
和
則
組
合

長
は
「
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
や
子
牛
価
格
の
低
迷
が
続
い
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
国
へ
の
要
請
な
ど
を
実
施
し
つ
つ
、
支
援

等
を
続
け
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
J
A
北
さ

つ
ま
肉
用
牛
振
興
協
議
会
の
城
戸
伸
二
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
挨

拶
で
、
今
年
も
購
買
者
、
生
産
者
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、

薩
摩
中
央
家
畜
市
場
が
活
気
あ
ふ
れ
る
市
場
に
な
る
よ
う
祈
念

し
、
結
束
し
ま
し
た
。

薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で

子
牛
初
せ
り
市

薩摩中央家畜市場　2025年１月14日～ 15日
入場頭数 523 頭
売却頭数 514 頭
入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均

体重
kg

単価 前回比

雌 243 234 771,100 226,600 468,262 288 1,626 ▲30,829
雄
去 280 280 1,021,900 158,400 601,885 315 1,910 14,763

総平均値 541,052 円　　　
前 回 比 5,951 円　安値
総売上高 278,100,900 円　　　

子牛せり市成績表子牛せり市成績表（税込み）（税込み）

『育種牛』の表示について
　種雄牛造成を目的として、産肉能力の優れた（育種価の高い）もので、種雄牛造
成に活用できる雌牛を育種牛として認定した雌牛のことをいいます。せり市名
簿では母資格【鹿育】と表示され、令和７年１月の子牛せり市より、赤いタスキを
かけて入場します。
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生育順調、品質・香りが良いと高評価生育順調、品質・香りが良いと高評価
～「さつま新ごぼう」出荷始まる～

　

薩
摩
川
内
市
に
あ
る
Ｊ
Ａ
北
さ
つ

ま
矢
倉
選
果
場
で「
さ
つ
ま
新
ご
ぼ

う
」の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。今
年

度
産
は
播
種
前
後
の
降
雨
不
足
に
よ

る
生
育
の
遅
れ
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

品
質
は
良
好
と
な
っ
て
い
ま
す
。収
穫

は
４
月
上
旬
頃
ま
で
続
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
ぼ
う
部
会
で
は
25
人
が
19・

4
㌶
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。主
な
出
荷

先
は
関
東
、関
西
、福
岡
方
面
の
市
場

で
、今
年
産
は
出
荷
量
１
６
８
㌧
、販

売
金
額
８
７
３
６
万
円
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
「
さ
つ
ま
新
ご
ぼ
う
」は
、香
り
豊
か

で
色
が
白
く
食
感
が
良
い
の
が
特
徴

で
、市
場
関
係
者
か
ら
も
高
評
価
を
得

て
い
ま
す
。食
物
繊
維
と
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
を
多
く
含
み
、煮
物
や
揚
げ
物
の
ほ

か
、サ
ラ
ダ
に
も
適
し
て
い
ま
す
。Ｊ

Ａ
で
は
各
市
場
関
係
者
と
の
情
報
交

換
を
密
に
し
て
取
り
組
み
、有
利
販
売

に
努
め
ま
す
。

　

薩
摩
川
内
市
に
あ
る
新
田
神
社
で
1
月
7

日
、
新
年
の
天
下
泰
平
、
五
穀
豊
穣
と
無
病
息

災
を
祈
念
す
る
武
射
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
６
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
伝
統
行

事
。
本
殿
で
神
事
を
終
え
た
後
、
数
え
歳
で
今

年
７
歳
に
な
る
み
く
に
幼
稚
園
の
園
児
24
人
が

２
組
に
分
か
れ
て
並
び
、
６
㍍
先
に
あ
る
直
径

１
・
６
㍍
の
大
的
を
狙
っ
て
力
強
く
弓
を
引

き
、
矢
を
放
ち
ま
し
た
。

　
男
の
子
は
鉢
巻
き
に
裃
（
か
み
し
も
）
姿
、

女
の
子
は
赤
の
緋
袴
姿
で
登
場
。
そ
れ
ぞ
れ
２

本
の
矢
を
放
ち
、
見
事
命
中
す
る
と
見
物
客
か

ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
、
園
児
も
誇

ら
し
げ
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
は
見
物
客
が
大
的
の
紙
を
破
り
、
お
守
り
と

し
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

七
草
の
日
に
園
児
が
大
的
狙
い
矢
を
放
つ

～
新
田
神
社
で
武
射
祭
～

市場から高評価の「さつま新ごぼう」 冬の寒い中、冷たい水に触れながら選果作業をしています

大的を狙い力強く弓を引く園児 本殿で神事が執り行われました
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／　KITASATSUMA　NEWS!!　／

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
果
樹
部
会
さ
つ
ま
金
柑
専
門

部
会
は
12
月
10
日
、
さ
つ
ま
町
に
あ
る
果
樹
選

果
場
で
目
揃
え
会
を
開
き
ま
し
た
。
本
格
的
な

出
荷
を
前
に
、
早
取
り
防
止
や
選
果
選
別
の
徹

底
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
26
人
で
栽
培
面
積
５
・
２
㌶
。
ペ

レ
ッ
ト
状
の
肥
料
を
土
壌
に
施
用
し
、
定
期
的

に
ハ
ー
ブ
の
抽
出
液
を
葉
面
散
布
す
る
ス
テ
ビ

ア
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
甘
味
が
増
す

の
が
特
徴
で
市
場
か
ら
も
高
評
価
で
す
。

　
今
年
産
は
10
月
以
降
の
降
雨
で
果
実
肥
大
も

進
み
生
育
は
順
調
。
台
風
10
号
の
影
響
が
一
部

み
ら
れ
ま
し
た
が
、
味
、
色
つ
き
、
品
質
と
も

上
々
で
す
。
主
な
出
荷
先
は
東
京
、
名
古
屋
、

京
都
で
３
月
上
旬
ま
で
出
荷
さ
れ
ま
す
。
部
会

で
は
出
荷
量
95
㌧
、
約
７
６
０
０
万
円
の
売
上

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
12
月
17
日
、
薩
摩
中
央
家

畜
市
場
で
輸
入
粗
飼
料
（
乾
牧
草
）
と
袋
物
飼

料
の
集
合
販
売
を
行
い
、
84
戸
の
畜
産
農
家
が

約
58
㌧
の
粗
飼
料
と
袋
物
飼
料
を
引
き
取
り
に

訪
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
で
は
４
月
・
８
月
・
12
月
の

年
３
回
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
と
連
携
し
た

一
括
購
入
と
、
畜
産
農
家
の
予
約
注
文
・
直
接

受
け
取
り
で
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
、
特
別
価
格

で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
大
幅
な
円
安
な
ど
の
影

響
で
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
子
牛
価
格
の
低
迷
に
よ
り
農
家
の

経
営
圧
迫
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
集
合
販
売

を
利
用
す
る
畜
産
農
家
は
「
品
質
の
良
い
飼
料

を
普
段
よ
り
安
い
価
格
で
購
入
で
き
る
の
で
、

毎
回
利
用
し
て
い
る
。
農
家
に
と
っ
て
あ
り
が

た
い
取
り
組
み
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

目
揃
え
会
で

選
果
選
別
の
徹
底
確
認

農
家
の
コ
ス
ト
削
減
へ

～
粗
飼
料
・
袋
物
飼
料
集
合
販
売
～

　
Ｊ
Ａ
共
済
が
取
り
扱
う
商
品
に
つ
い

て
顧
客
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
北
さ

つ
ま
共
済
部
は
「
共
済
窓
口
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
昨
年
11
月
に
共
済
部
が
各
支
所
や
本

所
の
共
済
窓
口
職
員
に
呼
び
か
け
、
そ

れ
ぞ
れ
が
手
書
き
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド

を
デ
ザ
イ
ン
。
共
済
窓
口
の
職
員
は

「
視
認
性
を
上
げ
る
に
は
ど
の
色
を
使

う
と
良
い
か
？
」
「
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
く
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
？
」

な
ど
試
行
錯
誤
し
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

が
詰
ま
っ
た
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

12
月
中
旬
に
審
査
会
が
行
わ
れ
、

「
自
動
車
共
済
の
部
」
で
東
郷
支
所
、

「
建
物
更
生
共
済
の
部
」
で
薩
摩
支
所

が
組
合
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
順
位
は
次
の
通
り
。

《
自
動
車
共
済
の
部
》

　
常
務
賞
･
･
･
樋
脇
支
所
、
本
所

　
　
１
位
･
･
･
平
川
支
所

　
　
２
位
･
･
･
薩
摩
支
所

　
　
３
位
･
･
･
永
利
支
所

《
建
物
更
生
共
済
の
部
》

　
常
務
賞
･
･
･
菱
刈
支
所
、
本
所

　
　
１
位
･
･
･
樋
脇
支
所

　
　
２
位
･
･
･
東
郷
支
所

　
　
３
位
･
･
･
水
引
支
所

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
詰
ま
っ
た
ボ
ー
ド
で
Ｐ
Ｒ

～
共
済
窓
口
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
～

選果選別の徹底を確認しました

集合販売を多くの畜産農家が
利用しました

自
動
車
共
済
の
部

建
物
更
生
共
済
の
部

組合長賞

組合長賞

東
郷
支
所

薩
摩
支
所
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×
　わたしたち JA グループは、「持続可能な開発のた
めの 2030 アジェンダ」に賛同し、SDGs の達成に
向けて、事業・活動に取り組みます。
　各ニュースには、取り組み内容に関連した目標を
アイコンで表示しています。

　
12
月
9
日
、
県
立
伊
佐
農
林
高
校
農
林
技
術
科
の
１
年
生
23

人
を
対
象
に
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
管
内
で
協
同
組
合
講
座
を
兼
ね

た
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
協
同
組
合
講
座
は
将
来
を
担
う

高
校
生
に
地
域
農
業
の
現
状
や
Ｊ
Ａ
の
役
割
を
理
解
し
て
も
ら

う
事
を
目
的
と
し
、
令
和
3
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
牛
せ
り
市
が
開
催
さ
れ
て
い
た
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
は

せ
り
市
会
場
の
見
学
も
あ
り
、
子
牛
が
次
々
に
せ
り
落
と
さ
れ

て
い
く
姿
を
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
顔
で
見
学
し
ま
し
た
。
畜
産

部
の
吉
祥
庵
豊
実
次
長
が
畜
産
の
現
状
や
牛
肉
の
生
産
か
ら
流

通
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
市
場
内
を
視
察
し
な
が
ら
講
義
を
行

い
、
総
務
人
事
課
の
二
町
伸
市
係
長
が
Ｊ
Ａ
は
様
々
な
事
業
を

通
じ
て
農
家
と
地
域
農
業
を
支
え
て
い
る
こ
と
や
、
協
同
の
理

念
や
農
業
の
魅
力
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
他
に
も
管
内
の
ト
マ
ト
農
家
の
圃
場
視
察
や
花
き
農
園
の
視

察
も
あ
り
、
研
修
を
終
え
た
生
徒
は
「
実
際
に
農
業
現
場
を
視

察
し
、
農
業
に
対
す
る
印
象
が
変
わ
っ
た
。
将
来
は
農
業
に
係

わ
る
職
業
も
視
野
に
入
れ
た
い
と
思
う
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し

た
。

伊
佐
農
林
高
校
の

生
徒
が
家
畜
市
場
視
察

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
女
性
組
織
協
議
会
と
Ｊ
Ａ
北

さ
つ
ま
青
壮
年
部
は
12
月
26
日
、
薩
摩
川
内
市

に
あ
る
２
カ
所
の
児
童
養
護
施
設
を
訪
れ
、
日

用
品
や
農
産
物
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。
児
童
養

護
施
設
へ
の
寄
贈
活
動
は
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
女
性
協
は
部
員
に
呼
び
か
け
て
集
め
た
新
品

の
タ
オ
ル
や
文
房
具
、
青
壮
年
部
か
ら
は
部
員

た
ち
が
栽
培
し
た
大
根
や
ト
マ
ト
、
ほ
う
れ
ん

草
な
ど
の
野
菜
の
ほ
か
、
今
年
の
新
米
と
も
ち

米
を
贈
り
ま
し
た
。

　
物
品
を
受
け
取
っ
た
子
供
た
ち
は
大
喜
び
。

全
員
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
元

気
に
お
礼
を
言
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は

「
今
年
は
農
畜
産
物
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

の
で
本
当
に
助
か
る
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
青
壮
年
部
さ
つ
ま
地
区
の
小
山
栄
一
郎
部
長

は
「
食
べ
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
に
地
元
の
米
や

野
菜
を
食
べ
て
、
健
や
か
に
育
っ
て
欲
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

児
童
養
護
施
設
に
農
産
物
な
ど
寄
贈

～
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
女
性
協・青
壮
年
部
～

部員たちが持ち寄った日用品や
農産物を贈りました

家
畜
市
場
の
中
を
見
学
す
る
生
徒
た
ち
　
せ
り
市
の
見
学
も
あ
り
ま
し
た
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Ｑ
1　
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
長
野
製
茶
工
場
は
、
さ
つ
ま
町
山
崎
で
昭
和
29
年

に
祖
父
が
創
業
し
、
私
で
３
代
目
で
す
。
現
在
は
父

と
協
力
し
な
が
ら
茶
の
栽
培
と
管
理
、
加
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。
就
農
す
る
前
は
東
京
の
飲
食
店
で
働
い

て
い
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
会
社
が
母
体
で
あ
る
そ
の

飲
食
店
で
は
、
和
菓
子
や
日
本
茶
を
現
代
の
求
め
ら

れ
て
い
る
形
に
昇
華
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
地
方
の
生
産

現
場
に
も
味
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
付
加

価
値
が
必
要
に
な
る
と
考
え
、
6
年
間
務
め
た
飲
食

店
を
辞
め
て
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

Ｑ
２　
日
々
の
作
業
の
中
で
難
し
い
、

　
　
　
大
変
だ
と
思
う
こ
と
は
？

　
就
農
４
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
作
業
が

１
番
茶
に
成
果
と
し
て
出
る
の
で
、
管
理
が
難
し
く

も
あ
り
大
変
で
す
。
さ
つ
ま
町
に
は
多
種
多
様
な
栽

培
・
製
造
方
法
を
さ
れ
て
い
る
茶
農
家
の
先
輩
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
も
っ
と
品
質
の
良
い
茶
を
作
れ
る
よ
う
に
日
々
の

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
３　
農
業
の
楽
し
み
、
や
り
が
い
を

　
　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
鹿
児
島
の
風
土
を
直
接
肌
で
感
じ
な
が
ら
作
業
で

き
る
と
こ
ろ
が
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
自
社
の
茶
を

お
召
し
上
が
り
い
た
だ
い
た
お
客
様
か
ら
「
お
い
し

い
」
と
直
接
お
声
を
い
た
だ
い
た
時
な
ど
に
、
一
年

間
茶
づ
く
り
を
し
て
き
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

Ｑ
４　
最
近
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

　
　
　
は
あ
り
ま
す
か
？

　
県
内
で
の
茶
消
費
量
が
増
え
る
よ
う
、
自
社
の
茶

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
飲
食
店
と
協
力
し
、

茶
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
や
、
淹
れ
方
な
ど
の

指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
就
農
し
た
時
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

で
「
手
揉
み
茶
」
「
は
ん
ず
茶
」
な
ど
希
少
茶
の
復

活
と
文
化
継
承
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28

年
以
降
、
は
ん
ず
茶
を
商
業
的
に
作
っ
て
い
る
人
が

居
な
く
な
り
、
消
滅
寸
前
の
状
態
で
し
た
。
昔
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
製
法
を
復
活
さ
せ
た
い
と
考

え
、
文
献
な
ど
を
調
べ
な
が
ら
独
学
で
研
究
し
ま
し

た
。
手
揉
み
茶
に
つ
い
て
は
、
父
に
製
法
を
学
び
な

が
ら
商
品
化
を
進
め
ま
し
た
。
世
間
に
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
製
法
を
知
っ
て
も
ら
い
、
受
け
継
ぐ
こ

と
も
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
５　
今
後
の
目
標
と
消
費
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

　
さ
つ
ま
町
が
茶
の
消
費
量
で
県
内
一
に
な
れ
る
よ

う
、
「
鹿
児
島
で
お
茶
を
買
う
な
ら
さ
つ
ま
町
」
と

言
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
活
動

に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
店
舗
で
も
色
々
な
お
茶
を
お
召
し
上
が
り
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

プロフィール

長野　力也さん（31歳）

（さつま町山崎）

作  付  面  積 ： 茶　300㌃
就  農  年  数 ： ４年
独自の取組み ： はんず茶の復活・
　　　　　　   文化継承活動

「はんず茶」とは･･･
陶器の半胴（瓶）を鹿児島弁で「はんず」と言います。釜炒り茶の一種で、かまどに置いたはんずの中に茶葉を入れて炒った
ものです。昔は鹿児島市の松元地区や日置市の一般家庭で作られていました。

【
長
野
製
茶
工
場（
店
舗
）】さ
つ
ま
町
山
崎
４
６
３
の
１

　
（
国
道
２
６
７
号
、山
崎
三
文
字
交
差
点
か
ら
出
水
方
面
に
約
３
０
０
ｍ
進
ん
だ
左
側
、国
道
沿
い
）

一番手前が「はんず茶」の茶葉
中国茶や紅茶のような形をしてます

まるでラボラトリーのような
個性的なカウンター

梱包資材にも
こだわっています
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伊佐支部の趣味グループ
「ISAこっとん」主催のマルシェを開催
～伊佐支部～
　12月1日、旧ＪＡ羽月支所跡地でＪＡ北さつま女性協伊佐支部の趣味グループ
「ISAこっとん」主催の「ISAこっとん手作り展」を開きました。部員手作りの革
小物やアクセサリーの展示・販売のほか、豚汁やおにぎりの販売もありました。
　会場では伊佐農林高校と大口高校の生徒や地域住民も出店し、豚みそやジャム、
鉢植えの花、ねぎ、お菓子、加工品などの販売のほか、手打ちそばの実演販売もあ
りました。冬の青空が広がる中、会場は多くの来場者で賑わいました。

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た

部員が育てた野菜の品評会開催
～さつま川内支部～

　ＪＡ北さつま女性協さつま川内支部（樋脇地区）は12月13日、Ｊ
Ａ樋脇支所前で野菜品評会を開き、部員23人が家庭菜園で栽培した
白菜や大根など17品目の野菜を出品しました。樋脇地区では毎年冬
に野菜品評会を開いており、部員たちの栽培技術も年々向上してい
ます。
 審査を務めたＪＡ川内営農センターの黒江智之営農指導員は「品質
が良く商品価値も高い」と評価しました。入賞者は女性部総会で発
表されます。
 品評会後には野菜の即売会が行われ、買い物客でにぎわいました。
部員手作りの鹿児島郷土料理「がね」の無料配布もあり、訪れた人
たちは「揚げたての「がね」をもらえて嬉しい」「野菜が安く買え
てありがたい」と喜んでいました。

さ
つ
ま
川
内
支
部
樋
脇
地
区
冬
の
恒
例
行
事
で
す

支部跨いだ交流を目的に
全体レクリエーション大会を開催
～さつま・さつま川内・伊佐支部～
　12月7日、ＪＡ北さつま女性組織協議会はＪＡ本所でさつま支部・川
内支部・伊佐支部３地区の合同レクリエーション大会を開き、部員５４
人が参加しました。支部を跨いだ部員同士の交流を目的として、年１回
の合同レクリエーション大会を開催しています。
　部員たちは赤・白・青・紫の４組に分かれてチームを組み、「伝言
ゲーム」や「ボール送り」、ＪＡ北さつま女性協名物競技の「ガラッパ
競争」など、簡単な運動や脳トレを組み込んだ４つの競技を楽しみまし
た。会場は笑い声に包まれ、部員たちは賑やかな時間を過ごしました。

賑
や
か
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に
な
り
ま
し
た
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賑
や
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ク
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ー
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ョ
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大
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な
り
ま
し
た

11



　

こちら営農情報局!

園芸

伊佐営農センター
園畑　嘉文

野菜づくりについて【準備編】
元気な野菜を育てるには、まずは育てる環境を整えることが不可欠です。
栽培する圃場を確認し、準備を始めましょう！

野菜づくりに必要な環境
①日照条件（日当たり）　　②温度条件　　③土壌条件（土づくり）

①日照条件（日当たり）について
　　野菜によって栽培するのに適した温度と日当たりがあります。それぞれの野菜の好む温度や光などの環境条件を
　整えてあげることが大切です。

種類 最高気温（℃） 最低気温（℃） 適温（℃）
トマト 35 ～ 38 2 ～ 5 17 ～ 28

キュウリ 35 ～ 38 5 ～ 10 20 ～ 28
ナス 38 ～ 40 5 ～ 10 20 ～ 30

ピーマン 38 ～ 40 10 ～ 15 25 ～ 30
スイカ 38 ～ 40 10 ～ 15 25 ～ 30
白菜 25 ～ 30 0 ～ 5 15 ～ 20

キャベツ 25 ～ 30 0 ～ 5 15 ～ 20
ねぎ 30 ～ 35 -7 ～ 0 10 ～ 18

ニンジン 28 ～ 33 -2 ～ 0 15 ～ 25

温度の適応性 種　類

高温性野菜
26℃
｜

18℃

耐暑性が強い ナス、ニガウリ、ヘチマ、エダマメ、オクラ、シソ、ミョウガ、タケノコ、
ニラ、ヤマイモ、サトイモ、サツマイモ、ショウガ　など

耐暑性が弱い トマト、キュウリ、スイカ、カボチャ、インゲンマメ、スイートコーン、
ゴボウ　など

低温性野菜
18℃
｜

10℃

耐寒性が弱い カリフラワー、レタス、セロリ、ミツバ、アスパラガス、ニンニク、
ジャガイモ、ニンジン　など

耐寒性が強い イチゴ、エンドウ、ソラマメ、ハクサイ、キャベツ、ホウレンソウ、ネギ、
大根、カブ　など

②温度条件について
　　野菜づくりの環境条件の中でも、特に重要なのが温度条件です。育てる野菜の作型によって種の蒔き時や植え付
　けの時期を間違わないようにしましょう。また、同じ野菜でも品種により異なることがありますので注意して下さい。

③土壌条件（土づくり）について
　　良い土とは、水はけ・水もちが良く、堆肥のような有機物を多く含んで
　いる土です。粘土を多く含んだ重い土からサラサラした感じの軽い土まで、
　いろいろな土がある中で、重くもない軽くもない中間の土が野菜づくりに
　比較的適した土です。

主な野菜の適した生育温度 畑の日当たり

ナス・トマト・ピーマン・人参
オクラ・トウモロコシ　など

レタス・パセリ・セロリ・ねぎ
ほうれん草・小松菜　など

モヤシ・カイワレ大根・ミツバ
ミョウガ・アスパラガス　など

強い光 を好む

弱い光 を好む

やや弱い光 を好む

良い土の条件
1.硬すぎず、根が十分に張れる。　　2.水はけ、通気性が良い。
3.水持ちが良い。　　　　　　　    4.酸度が適正である。
5.腐植（微生物）が多く含まれる。
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ＪＡ北さつま

組合員アンケートのお願い
　組合員のみなさまのお声をこれまで以上に事業・運営に反映するため、ＪＡ北さつまで
は「組合員アンケート」を実施いたします。下記の二次元バーコードをスマートフォンな
どで読み取っていただき、ご回答ください。
　なお、誠に勝手ではございますが、回答期限を令和7年2月28日（金）までと
させていただきます。みなさまのお声をお待ちしております。

正組合員用
（農業者の組合員の方）

准組合員用
（農業者以外の
　　　     組合員の方）

２０２４年１０月１日～２０２５年３月３１日の間に
ＬＩＮＥ連携いただいた方の中から抽選で
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◆
毎
年
ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う

を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

く
ろ
ー
ば
ー
の
「
営
農
情
報

局
」
を
参
考
に
、
今
年
こ
そ

は
上
手
に
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
！

　
さ
つ
ま
町

70
歳
・
女
性

◆
暑
い
暑
い
と
言
っ
て
い
た

夏
が
過
ぎ
た
か
と
思
う
と
、

短
い
秋
を
追
い
越
し
て
す
ぐ

冬
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
な

か
身
体
の
衣
替
え
が
出
来
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
、

超
早
堀
タ
ケ
ノ
コ
の
話
題
が

く
ろ
ー
ば
ー
に
載
っ
て
い
ま

し
た
。
自
然
は
確
実
に
冬
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。
来
年
こ
そ
は
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
薩
摩
川
内
市

66
歳
・
男
性

◆
野
菜
の
値
段
が
ま
だ
ま
だ

高
く
て
手
が
出
せ
な
い
も
の

が
多
い
で
す
が
、
白
菜
が
少

し
安
く
な
っ
て
い
た
の
で

４
分
の
１
の
白
菜
と
舞
茸
、

ベ
ー
コ
ン
、
牛
乳
で
ミ
ル
ク

鍋
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
味

付
け
は
コ
ン
ソ
メ
と
塩
コ

シ
ョ
ウ
、
少
し
の
バ
タ
ー
だ

け
で
す
。
と
て
も
美
味
し
く

て
温
ま
り
ま
し
た
。
値
段
が

安
定
し
て
、
心
お
き
な
く
野

菜
た
っ
ぷ
り
の
鍋
を
食
べ
た

い
も
の
で
す
。

　
さ
つ
ま
町

70
歳
・
女
性

◆
寒
く
な
り
、
鍋
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
野

菜
価
格
の
高
騰
が
続
い
て
い

ま
す
。
私
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
て
ら
無
人
の
野
菜
販
売
所

に
寄
っ
て
、
白
菜
や
長
ネ
ギ
、

大
根
な
ど
を
買
っ
て
い
ま
す
。

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
つ
ま
町

74
歳
・
女
性

◆
冬
は
庭
に
は
何
も
植
え
ず

寂
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

年
は
初
め
て
ス
ナ
ッ
プ
え
ん

ど
う
を
植
え
て
み
ま
し
た
。

春
に
な
る
の
が
少
し
楽
し
み

で
す
。

　
薩
摩
川
内
市

63
歳
・
女
性

◆
伊
佐
ふ
る
さ
と
祭
り
に
今

年
も
行
き
ま
し
た
。
女
性
部

の
出
汁
の
き
い
た
美
味
し
い

そ
ば
を
食
べ
、
牛
肉
を
買
い
、

伊
佐
農
林
高
校
の
シ
ク
ラ
メ

ン
を
買
う
の
が
私
の
毎
年
の

祭
り
の
楽
し
み
で
す
。
今
年

は
金
山
ね
ぎ
の
収
穫
体
験
も

で
き
て
、
と
て
も
楽
し
い
一

日
で
し
た
。

　
伊
佐
市

77
歳
・
女
性

◆
期
待
の
新
品
種
「
あ
き
の

舞
」
今
年
は
高
温
障
害
で
収

量
が
少
な
く
、
来
季
の
事
を

考
え
て
い
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
期
待
し
て
作
付
け
を
考
え

て
い
ま
す
。
美
味
し
い
お
米

が
で
き
て
、
所
得
も
満
足
で

き
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　
伊
佐
市

60
歳
・
女
性

いつもお便り
ありがとうございます！

JA 北さつまのインスタグラムはじめました！
お得な情報や
旬な情報を
タイムリーに
お届けします♪

フォロー・いいね
お願いします♪

毎日の食卓に欠かせない商品を厳選し、1ヶ月間毎日お買得価
格で提供しています。
対象商品は、店頭のポスター、折込みチラシ等でご案内して
おります。どうぞご利用ください。

JADDOカードを
LINE と連携する
とAコープのチラ
シが見れます！
まずは、QRコー
ドにて LINE お友
だち登録から！

こんにちはこんにちはAコープAコープです!です!
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二重マスの文字をA～Fの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ
1

3
6
8
9
11
13
14
15
16
19
20

1

2

3
4
5
7
10

12

13

15
17
18

2月 14日に職場などで配る人もいま
す
リンゴの品種。青森県北東部に同じ名
前の市があります
天気が崩れて――が強まった
寒い日にはこりやすくなる人も
節分にイワシの頭を刺して飾ります
紅茶の茶葉とお湯を入れます
熱心に後輩を指導する、――のよい先
輩
看護師――ともいうナースステー
ション
和歌山県には奈良県と三重県に囲まれ
た――があります
不利の反対語
古代インド発祥のエクササイズ
じゅうたんを敷く所

教育・勤労・納税は国民の三大――
です
気仙沼の名物、サメの加工品
さいころや角砂糖はこの形
封書を数えるときに使う言葉
キラキラ光る――入りのセーター
風を受けて水上を進みます
地銀よりも規模が大きめ
といで炊きます
水で洗い物をするとかじかむことも
多くが九州で作られている酒
こ、これぐらい平気だい!
チョキがはさみならパーは

①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
課

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

郵便はがきに①答え②郵便番号③住所
④氏名⑤年齢⑥意見・感想などを記入
し、左記の宛先まで送ってください。正
解者の中から抽選で10名の方に粗品
をプレゼントします。
締切は令和7年2月25日（火）です。
（提供いただいた個人情報については、
プレゼント発送以外の目的には使用い
たしません）

応募方法

12月号当選者発表 1月号の解答

当選者は3月号で発表します。
※当選者プレゼントは２月中旬頃に発送します。

　12月号「パズル？頭の体操」当
選者は次の方々に決まりました。
おめでとうございます。

▽竹下久美子さん

▽四位　良和さん

▽若森　恵子さん

▽現王園由香利さん

▽中礼めぐみさん

▽石原あき子さん

▽檜垣　淳子さん

▽平野笑美子さん

▽柚木カズ子さん

▽橋口　昌子さん

理事会だより
　第10回理事会を12月26日（木）に開きま
した。次の事項について協議し、すべて承
認されました。

【議　案】
①令和6年度第3・四半期実績検討について
②第6次中期3カ年計画及び令和7年度事業
計画について

③令和7年度　事業収支計画策定の基準お
よび手数料・利用料の考え方について

④総代改選の当面の進め方について
⑤固定資産取得　本所屋根改修工事につい
て

⑥指定野菜等価格安定対策事業実施要領の
一部改正について

まちがいさがし

答え 
2…………のぼりがない 
5…………フードが大きい 
7…………糸のほつれがない 
11…………魚が1匹多い 
12…………ボトルが少ない

？？
下のイラストには上のイラストと違う部分が5カ
所あります。間違っている部分を左下の枠内の
数字で探しましょう。

ゲ イ シ ュ ン
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
課

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp
/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

February. 2025

く
ろ
ー
ば
ー

く
ろ
ー
ば
ー

2 切
　
り
　
取
　
り
　
線

切
　
り
　
取
　
り
　
線

切
　
り
　
取
　
り
　
線

切
　
り
　
取
　
り
　
線
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